事象を数理的に捉え，問題を発見・解決する過程を遂行する生徒の育成 : 統合的・発展的に考察する力を高めるカリキュラム・デザイン by 横林, 慎也 et al.






















































































































































































 ６月 第１次の研究内容を踏まえ，単元計画及び提案授業の指導案作成・検討 
 ８月 研究デザインの会を踏まえ，年間計画，単元計画の作成及び検討 
２月 実践発表会の実施 
 ３月 アンケート調査，パフォーマンス課題の結果を踏まえ，次年度計画 
平成３１年度（令和元年度） 
  ７月 提案授業の実施 
  ８月 研究検討会を踏まえ，研究発表会の指導案作成・検討 
 １１月 研究発表会 
 １２月 調査問題，事後調査 
  １月 事後調査等の結果を分析し，実践授業の計画 





















 ・  視覚に訴えかける教材を活用したり，実生活の中で相似の考え方が利用されている題材を取り上げ
たりして，生徒の興味・関心を引き出す。 
 ・  考えたことや工夫したことなどを説明し合う活動を通して，数学的に表現することのよさを実感で 
きるようにする。 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2) 西岡加名恵(2016)『教科と総合学習のカリキュラム設計 パフォーマンス評価をどう活かすか』図書文化 
3) 西岡加名恵(2019)『教科の「深い学び」を実現するパフォーマンス評価』日本標準 
4) 岡山大学教育学部附属中学校（2016）『研究紀要 第51 号』 
5) 岡山大学教育学部附属中学校（2017）『研究紀要 第52 号』 
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